
教員の養成の目標及び計画 

 

本学では、「世界的視野で物事を思考できる人間性豊かな人材の育成」、「波及効果の期待 

できる独創的・先進的研究の推進」、「教育･研究と地域貢献が一体化した生涯教育の充実」 

を大学の基本理念としており、工学部の機械工学科・電気工学科・応用化学科・数理情報科

学科・医薬工学科で教職課程認定を受け、大学全体で教員養成を行う体制を構築している。

変化の激しい社会の中で、未来を切り開く人間性豊かな生徒を育成するために必要となる

理論と実践力を身に付けることを教員養成の目標とする。 

この目標を達成のするために、次に示す６つ項目に重点を置き、教員養成に取り組むこと 

とする。 

 

(1) 教員としての使命感と倫理観の重要性 

教員には高い公益性が求められており、生徒の人格の形成のために教育に対する熱

い思いとともに使命感と倫理観を持って職務に専念することの大切さを修得する。 

(2) 教科の本質を理解するための専門知識 

教科指導は学校教育の中心となるものである。教科の本質に迫り理解するために高

度な専門知識や応用技術を学ぶとともに教科指導に係わる専門的な知識を修得する。 

(3) 豊かな心情を育む生徒理解、生徒指導 

様々な環境の中で学び成長していく生徒の心情や行動の変化を的確に把握、理解し、 

生徒が自己肯定感を高め、自己実現できるように支援、指導できる方法を修得する。 

(4) 課題を解決するための実践的な能力を育む指導方法 

問題解決に向けた探究的な学習過程における生徒の主体的・対話的で深い学びの重

要性や指導方法について修得する。 

(5) 地域とともにある学校づくり 

複雑化、多様化する社会の中で、地域と連携を図りながら学校教育を進めていくこと 

の重要性や具体的な実践方法について修得する。 

(6) 社会の変化に対応できる学校の在り方 

変化の激しい社会の中で ICT、ネットワークの活用など生徒の学習環境も急速に変 

化している。社会の変化に迅速、的確に対応できる学校の在り方について修得する。 


